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饉 理絲

上=宮町遺跡全景 (西 から)下 =SE19遺物出土状況 (東 から)



巻
頭
２

上=水橋専光寺遺跡全景 (西 から) 下=鍛冶町遺跡完堀 (西 から)



富山市埋蔵文化野調査報告 20

富山市内遺跡発掘調査概要Ⅲ

富山市教育委員会



例  言

1 本書は個人住宅建築に先立つ平成 18年度富山市内遺跡の発掘調査報告書である。

2 発掘調査は、富山市教育委員会が主体となって実施した。調査費用については富山市教育委員会

が国庫補助金 。県費補助金の交付をうけた。

3 本書で報告する遺跡の名称。現地調査期間・整理作業期間及び発掘調査面積は次のとおりである。

水橋専光等遺跡     発 掘 作 業 :平成 18年 6月 14日 ～平成 18年 7月 5日    164ピ

(富 山市水橋上条新町地内)整理等作業 :平成 18年 7月 6日 ～平成 19年 3月 30日

督謙遺跡       発 掘 作 業 :平成 18年 10月 30日 ～平成 18年 11月 30日  103.5♂

(富 山市宮町地内)    整理等作業 :平成 18年 12月 1日 ～平成 19年 3月 30日

鍛溶苛遺跡      発 掘 作 業 :平成 18年 12月 11日 ～平成 18年 12月 15日  23,7∬

(富 山市婦中町長沢地内) 整理等作業 :平成 18年 12月 18日 ～平成 19年 3月 30日

4 調査担当者

水橋専光寺遺跡 富山市教育委員会埋蔵文化財センター 主任 細辻嘉門 嘱託 久保浩一郎

宮町遺跡    富山市教育委員会埋蔵文化財センター 主任 細辻嘉門 嘱託 安達志津

鍛治町遺跡   富山市教育委員会埋蔵文化財センター 主任 細辻嘉門 嘱託 久保浩一郎

5 現地発掘調査及び資料整理に際し、下記の諸氏、諸機関のご指導、ご協力をいただいた。記して

謝意を表します。 (敬称略)

新木義春、岡本淳一郎、金三津英則、栗山雅夫、先達正明、谷口勉、富山県教育委員会生涯学習・

文化財室、富山県埋蔵文化財センター、上条新町町内会、宮町町内会、長沢地区

6 出土遺物・原図・写真類は富山市教育委員会が保管している。

7 本書の執筆・編集は細辻・久保が行つた。文責は文末に記した。

凡  例

1 本書で用いた座標は世界測地系に準拠した。方位は真北、水平基準は海抜である。

2 土層説明および遺物観察表で記載した色調は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修、財団法

人日本色彩研究所色票監修『新版標準土色帖 1994年版』に拠る。

3 遺構の標記は土坑 ISK、 溝 :SD、 ピット:SP、 井戸 :SEを用いた。

4 図版中の網掛は、以下のとおりである。

煤 [正三] 須恵器・珠洲の断面 |■■  地山厖∝吻
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第 1章 経過

第1節  調査の経過

水橋専光寺遺跡は昭和 63年度～平成 3年度に富山市教育委員会が実施した分布調査で確認され富

山市の遺跡地図に遺跡N0201230と して登載された。埋蔵文化財包蔵地の面積は 18,300だである。

平成 18年 5月 22日 、富山市水橋上条新町地内において、個人住宅建設の際、地盤改良について問

合せがあった。建設予定地全域 301,71だは平成 13～ 14年度の発掘調査で埋蔵文化財が所在すること

が確実であったため、工事主体者と建設にかかる埋蔵文化財の取扱いについて協議を行い、地盤改良

工事が遺構面に達することから、住宅建築部分 164だについて発掘調査を行 うこととなった。

第 2節 発掘作業及び整理等作業の経過

発掘作業は平成 18年 6月 14日 から同年 7月 5日 まで行なった。表土掘削は平成 18年 6月 14日 か

らバックホウを用いて行つた。表土除去完了後の 19日 から人力による包含層掘削・遺構検出作業を行

い、その後遺構掘削作業を開始した。遺構掘削作業と並行して測量・図面作成作業を行い、30日 には

遺構掘削を終え、全景写真を撮影した。7月 3日 にバックホウを用いて埋め戻し作業を行い、7月 5

日調査を完了した。

遺物整理・報告書作成作業は現地調査終了後平成 19年 3月 30日 まで行った。

第 2章 遺跡の位置 と環境 (第 1図、図版 3、 遺跡名後の数字は第 1図の遺跡番号と対応する)

水橋専光寺遺跡 (1)は富山市北東部、富山市水橋上条新町地内に所在する縄文時代から近世にわ

たる集落遺跡である。水橋上条新町地区は、常願寺川 。白岩川 。上市川下流部が形成する扇状地上に

立地する。調査区付近の標高は 5m前後を測る。

本遺跡では、平成 13年度～14年度にかけて分譲住宅団地造成に先立ち本調査が実施されている。

その結果、平行・直交・L字形に走る区画溝・井戸 。柱穴等が多数検出され、中 。近世の「掘立柱建

物を主体とする集落」遺跡とされている。〔富山市教育委員会 2005〕

本遺跡の周辺には、白岩川本支流の両岸及び上市川の河岸段丘間に形成された微高地上に縄文時代

から近世に至る数多くの遺跡が存在する。近年大規模な発掘調査が行われている遺跡としては、本遺

跡の北西 3 kmに水橋荒町 。辻ヶ堂遺跡がある。水橋浄化センター建設に先立って平成 3年度～5年度

イこ12,300♂ 、平成 8年度～9年度に 1,954♂ 、常願寺川右岸本線拡幅工事に先立って平成 12年度に

840だ、病院施設等建設に先立って平成 8年度に 840だ、平成 16年度に 1,650だ が発掘調査されてい

る。その結果、水橋浄化センターの調査では掘立柱建物 50棟・井戸 24基・区画溝・道路跡など奈良・

平安時代の遺構を多数検出し、このことから、延喜式に記載された越中人駅の一つ 「水橋駅」に比定

されている。〔富山市教育委員会 1997・ 2002・ 2005、 富山市教育委員会・富山市埋蔵文化財調査会 1999〕

南西 1.5 kmには水橋金広 。中馬場遺跡 (15)が ある。県営農免農道 (上条南部地区)整備事業に先立

つて平成 11年度～12年度に 2,120だ、平成 14年度～16年度に5,106.81だ が発掘調査されている。

その結果、調査区すぐ東隣にある若王子塚古墳の周溝や、溝で区画された中世の居館跡が検出され、

双六盤や線刻でヤスを刻んだ国が出土した。調査結果から、若王子塚古墳は直径 46mの 円墳に復元さ

れ、中世には村落領主クラスの人物が居館を構えたのであろうと推測されている。〔富山市教育委員会

2001・ 2006〕

北西 500mに は小出城跡 (3)が ある。天文 14(1545)年 から天正 11(1583)年 まで文献史料に登

場し、小出神社の西南にあつたと伝えられていたが、長らく正確な位置は不明であつた。平成 9年度

に個人住宅建築に先立って150だの発掘調査、平成 13年度に資材置場造成に先立ち26ポの試掘調査、

平成 15年度～17年度にかけて一般県道下砂子坂池田町線道路改良工事に先立ち 713だで発掘調査が
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第 1図 周辺の遺跡位置図 (1/20000)及 び調査対象地位置図 (1/5000)上 が北
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行われ、最大幅 10mの堀跡を確認し、不詳だつた城の位置がほぼ特定された。その城域は 150m以上

になる可台〕性があり、中世陶磁器や漆器・木製品など当時の生活が窺える遺物が大量に出土した。〔富

山県教育委員会 2004・ 2005・ 2006〕

第 3章 調査の方法と成果

第1節 基本層序 (第 2図 )

調査区の基本層序は、調査区壁面を用いて観察を行った。調査区の土層は、宅地造成によつて地表

面より50～70cm下まで盛上が行われており、それより下層については、部分的に見られる堆積や境乱、

小規模な遺構埋上を除き、大まかに以下のように3層に分けることができる。今回の調査では、Ⅲ層

の上面で遺構検出を行なった。

I層 :オ リーブ黒色砂質シル ト (ビニール等混、旧表土)層厚 10～ 25 clll

Ⅱ層 :黒褐色シル ト (遺物包含層・遺構埋土)層厚 0～ 15 cm

Ⅲ層 :オ リーブ褐色シル ト (地山)

第2節 遺構 (第 2・ 3図、図版 4・ 5)

調査区全体で、中世の井戸 2基、近世以降の溝 2本、時期不明の溝 7本、土坑 1基、ピント8基を

検出した。遺構の概要は以下のとおりである。                    (細 辻)

遺構
番号

子面形鷲
長軸
(In)

短 硼

(m)
深 さ

(m)
断面形薙 出土遺物 備 考

SDO¬ 弧線
805

(検 出長 )

24
(検出長 )

舟底形
縄文土器・弥生土器・須恵器・珠洲
・ 十 型 旱・大 型 二・捺 哭・ 蔦 製 品

平成13～ 14年度調査の

近世河川跡に繋がる

SD02 弧線
68

(検出長 )
舟底形 縄文土器・越中瀬戸・石製品

SD03 直線
22

r拾出 尋 ヽ
035 005 舟底形

SD04 直線
17

′
給 H尋 Ⅲ

舟底形 越中瀬戸

SD10 不整形
89

千給 出辱 )
舟底形

SDl刊 直線
385

(検出長 )

02 舟底形 中世上師器・石製品

SD司 8 直線
25

`絵

出早 |

舟底形 須恵器

SD23 直線
275

r給 ‖ 尾 う
055 U字形

SD26 直線
18

r給 出尋 Ⅲ
舟底形 木製品

SE25 円 形 U宰 形 中 世 1被勲 升 受 け て い る

SE27 形 U字 形 中世土 |は被 裂 を受 けている

SK28 不 不 形 土

SP06 形 025 U字 形

SP07 円 形 U!

SP12 円 形 U:

SP司 3 円 形 U:

SP15 不 幣 形 055 不 讐干ち

SP19 円 形 U宰 形

SP20 U: 形

SP22 U: 形

表 1遺構一覧表

第3節 遺物 (第 4図、図版 6)

今回の調査では、縄文土器、弥生土器、須恵器、珠洲、中世土師器、近世陶磁器、木製品、漆器、

石製品などがコンテナボックスに換算して 9箱出上した。各遺物の詳細については次のとおりである。

SD01 1～ 3は縄文土器である。4～6は弥生土器である。7は須恵器の蓋である。8は非ロクロ成形

の中世土師皿である。9は珠洲甕の体部を加工した陶片加工円盤である。10は珠洲の片口鉢である。

11は杭状木製品で、先端が鋭く加工されている。12は緑色凝灰岩の剥片である。管玉製作工程の形



割段階のものと考えられる。13は砥石の破片である。14は茶臼である。下国の端部破片である。

SD02 15は縄文土器である。16は越中瀬戸の皿である。内外面とも灰釉が施されている。17は石臼

である。上自の端部破片である。

SD04 18は越中瀬戸の信鉢である。外面は摩滅によりやや丸みを帯びている。

SDl1 21は中世土師皿である。非ロクロ成形でやや丸い底部から開き気味に立ちあがり、端部は丸

くおさめている。22は軽石製品である。

SD18 19は須恵器の杯蓋である。20は瀬戸美濃の天目茶碗である。

SD26 24は板状の木製品である。樹種はマツ科マツ属である。

SD28 23は土師器である。甕の底部と考えられる。

包含層 包含層からは須恵器・瀬戸美濃・越中瀬戸・土人形の破片・砥石などが出土した。 (久保)

番
=

上

占
小

出

地

形 態 胎 土 色 調

備考
器種

口径

(cm)

器高

(cm)
醒
師

質 砂 粒
先月

内 面 外 面 内 面 外 面

縄文土器 編 文

密 1～2mm 良 25Y6/2灰 責色 25Y6/2灰 責色 不 明 縄 文

3 縄文上器 密 1～ 5mm 良 10YR3/3淡 黄橙色
10YR6/4

にぶい黄橙色
不 明 縄文

4 弥生土器・壷 136 密 lmm 良
10YR7/3

にぶい黄橙色
10YR7/2

にぶい責橙色 不 明 不 明

密 1～ 3mm 良 10YR5/1褐灰色 25Y3/2灰 白色 不 明 磨 き

6 弥生土器・高期 不 閉

7 須恵器・蓋 密 良 10Y6/1灰 色 10Y6/1灰 色 ロクロナデ
ケズリ十
ロクロナデ

8 SD01 密 10YR3/3淡 貢橙色

農 N5/灰 fh N5/灰色 ロクロナデ

SD02 密

越 中融 戸・皿 密 良 5Y8/1灰 白色 5Y3/1灰 白色 ロクロナデ ロクロナデ 内外面灰釉施釉

SD04 繊 中 通 百・燈 欲 I 芳 内外面藤繕

須恵器・蓋 密 悪 10YR8/3淡黄橙色 25Y6/2灰 黄色 ロクロナデ
ケズリ+
ロクロナデ

良 5Y7/4浅 貢色

農 7 5YR8/4注 黄澄色 7 5YR8/4浅 黄緒色 ナデ ナデ・ユビオサエ

SK28 土師器 密

己含帰 須恵器・蓋 密 良 N7/灰自色 25Y5/1黄 灰色 ロクロナデ
ケズリ+
ロクロナデ

2含雇 須恵器・蓋 密 lmm少量 良 10Y5/1灰 色 N4/灰色 ロクロナデ
ケズリ+
ロクロナデ

ユ含層 密 良

良 10YR3/4暗褐色 25Y8/3淡 責色 ロクロナデ ロクロナデ

邑含厄 越 中瀬戸・皿 密

密 良 5Y5/4オ リーブ色 ロクロナデ ロクロナデ

瀬戸美濃・碗 107 ロクロナギ ロクロナデ

番
=

土

占
小

出

地
色 調 成形・調整 備 考

器 種 酵
鰤

幅

ｃｍ
酷
くｃｍ＞

重量 (g)

N5/灰色 綴取り 映洲の破 P

包含層 土製品 10YR3/2灰 日色

包含層 土製品 10YR3/2灰 自色

木製品
鋭 利 な鉄 器 による

当‖れnT 働種 :ヒノキ科アスナロ属

SD26 未製品

5G4/1 緑灰色 侵色簿灰岩、管玉形害‖品

SD01 石製品 75Y6/1灰色 砥石破片

石製品

石 臼

石製品

ll含雇 石製品 10Y7/1灰 自色 砥石か

表 2遺物観察表

第 4章 総括

今回の調査では、調査区の北寄りで遺構を集中して検出した。集落の端部であると考えられる。

調査区北東端では平成 13～ 14年度に発掘調査を実施した際に検出された河川跡の続きを確認した。

堆積をよく観察すると、水平に何層も積み重なっている。出土遺物は縄文土器、弥生土器、須恵器、

珠洲、土製品、木製品、漆器、石製品と様々な時代のものがあり、完形品はなく、磨滅が激しい。近
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年の耕地整理で整地するまで、河川として機能していたのではないかと判断される。

調査区の西では中世の井戸を 2基検出した。どちらも同じ規模、堆積であり、湧水地点を狙つて井

戸を作つた、と考えられる。遺物は中世土師器があるが、小破片で、しかも磨滅が激しいため、時期

は中世としか判断できなかった。その他、どちらの井戸も、被熱を受けたと思われる礫が十数個入つ

ていた。深さはまちまちで規則性はなく、何の用途か不明である。

第 5章 理化学的分析

富山市水橋専光寺遺跡出土木製品の樹種調査結果

(細辻)

株式会社吉田生物研究所

第 1節 言式料

試料は富山市水橋専光寺遺跡から出上した食事具 1′煮、容器 1′点、土木具 2′点、用途不明品 2点の

合計 6点である。

第 2節 観察方法

剃刀で木口 (横断面)、 柾目 (放射断面)、 板目 (接線断面)の各切片を採取し、永久プレパラー ト

を作製した。このプレパラー トを顕微鏡で観察して同定した。

第 3節 結果

樹種同定結果 (針葉樹 2種、広葉樹 2種)の表と顕微鏡写真を示し、以下に各種の主な解剖学的特

徴を記す。

(1)マツ科マツ属[二葉松類ⅨPliv9L/s Sp)(遺 物 Nol)・ (写真 No.1)

木口では仮道管を持ち、早材から晩材への移行は急であった。大型の垂直樹脂道が細胞間隙として

みられる。柾目では放射組織の放射柔細胞の分野壁孔は窓型である。上下両端の放射仮道管内は内腔

に向かつて鋸歯状に著しくかつ不規則に突出している。板目では放射組織は単列で 1～ 15細胞高のも

のと、水平樹脂道を含んだ紡錘形のものがある。マツ属 [二葉松類]はクロマツ、アカマツがあり、北

海道南部、本州、四国、九州に分布する。

(2)ヒノキ科アスナロ属(肋敦″誌 sp)(遺物 No.2～ 4)・ (写真 No.2～ 4)

木口では仮道管を持ち、早材から晩材への移行は緩やかであった。樹脂細胞は晩材部に散在または

接線配列である。柾目では放射組織の分野壁孔はヒノキ型からややスギ型で 1分野に 2～4個ある。板

目では放射組織はすべて単列であつた。数珠状末端壁を持つ樹脂細胞がある。アスナロ属にはアスナ

ロ (ヒ バ、ア>)と ヒノキアスナロ (ヒ バ)があるが顕微鏡下では識別困難である。アスナロ属は本

州、四国、九州に分布する。

(3)カバノキ科ハシバミ属(Ooりlυs sp.)(遺物 No 5)・ (写真 No 5)

散孔材である。木口では年輪界は放射組織部分で外方に向かって凹状となり、顕著な波状を呈する。

道管 (～50μ m前後)はやや小さく、単独ないし 2～ 10個が複合して、放射方向に配列する。軸方向

柔細胞は 1列の短接線状および散在状となる。柾目では道管は階段穿孔を有し、階段の数は 5～ 15本。

内壁にらせん肥厚がみられ、側壁に交互壁孔がみられる。放射組織は異性、ときに同性である。板目

では放射組織は単列ときに 2～ 3列となり幅の広い顕著な集合放射組織を有する。ピスフレックがみら

れる。ハシバミ属はハシバミ、ツノハシバミがあり、北海道、本州、九州に分布する。

(4)ブナ科ブナ属 (rraglrs sp)(遺物 No.6)・ (写真 No 6)

散孔材である。木口ではやや小さい道管 (～ 110 μ mlが ほぼ平等に散在する。年輪の内側から外側

に向かつて大きさおよび数の減少が見られる酉己列をする。放射組織には単列のもの、2～ 3列のもの、

非常に列数の広いものがある。柾目では道管は単穿孔と階段穿孔を持ち、内部には充填物 (チ ロース)
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が見られる。放射組織は大体平伏細胞からなり同性である。道管放射組織間壁孔には大型のレンズ状

の壁孔が存在する。板目では放射組織は単列、 2～ 3列、広放射組織の 3種類がある。広放射組織は

肉眼でも1～ 341mの 高さを持った褐色の紡錘形の斑点としてはっきりと見られる。ブナ属はブナ、イ

ヌブナがあり、北海道 (南部)、 本州、四国、九州に分布する。

<参考文献>
島地 謙・伊東隆夫 「日本の遺跡出土木製品総覧」 雄山閣出版 (1988)

島地 謙・伊東隆夫 「図説木材組織」 地球社 (1982)

伊東隆夫  「日本産広葉樹材の解剖学的記載 I～ V」 京都大学木質科学研究所 (1999)

北村四郎・村田 源 「原色日本植物図鑑木本編 I・ Ⅱ」 保育社 (1979)

深澤和三 「樹体の解剖」 海青社 (1997)

奈良国立文化財研究所 「奈良国立期ヒ財研夕初F史料第27冊 木器集成図録 近畿古代篇」 (1985)

奈良国立文化財研究所 「奈良国立文化財研究所史料第36冊 木器集成図録 近畿原始篇」 (1993)

<使用顕微鏡>
Nikon

MICROFLEX UFX―DX Type l15

富山市水橋専光寺遺跡出土木製品同定表

No. 品名 樹種

1 阪状木製品 マツ科マツ属〔二葉松類〕

2 航
=ノ

キ科アスナロ属

3 F■

=ノ
キ科アスナロ属

4 旨
=ノ

キ科アスナロ属

5 不明木製品 カバノキ科ハシバミ属

6 漆器 ブナ科ブナ属

漆器保存処理前 漆器保存処理後
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木 口 ×40
No 2  ヒノキ科アスナロ

柾 目×100

木 口 ×40 柾 目×100 板 目×40

板 目×40

柾 目×100 板 目×40

No-3 ヒノキ科アスナロ属
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柾 目×40 板 目×40木 口×40
No 6  ブナ科ブナ属
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宅地造成盛土

① SYyl ォリーブ黒色シルト9日耕作土)

②5Y41 灰色シルト(酸化鉄・砂多量混)

③5Y3′1 オリーブ黒色シルト(酸化鉄多量混)

④5Y3/2 オリーブ黒色シルト(酸化鉄多量混)

⑤5Y3/2 オリーブ黒色ンルト(4層より酸化鉄少量混)

⑥25Y■ 1黄灰色ンルト(酸化鉄・砂多量混)

§:f預
宙侵を;7ヱ得:子と;老暑ヨ:iケ′盈霧最蓼皇乾律量混))SDOi埋上

第 2図 調査区全体図及び東壁 。北壁土層図 (1/100)

贅枯乙羅震9え1種れ鉄歩量福,如ツク妊渤
}∞
ω埋■

黒掲色ンル ト
黄灰色ンル ト (6層 より酸化鉄・砂少量混)

黄灰色ンル ト (6層 より酸化鉄・砂やや少量混)

灰色ンル ト (酸化鉄・砂多量混)

黒掲色シル ト (黒色ブロック多量混)

黒褐色ンル ト (オ リーブ掲色ブロック・酸化鉄少量混)

オリーブ褐色シル ト (地山)

�酔『削勲判削Ш帥

⑬
①
⑫
⑬
⑭
⑬
⑬
⑫
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冊
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|

④25Y3/3
⑤25Y4/1

⑥25Y4′ 1

⑦5Y4′ ,

③ SY3′ ,

③25Y9/2
⑩25Y3r2
025Y3′2

⑫5Y4/1

⑬25Y9′ ,

柳柳呻呻弾柳

①
②
③
④
⑤
⑥

黒掲色シルト(酸化鉄混)

黒色シルト

暗灰色シルト
階灰色シルト(黒色ブロック混)

黄灰色砂
黒掲色シルト(酸化鉄 砂多量混)

A' 490m

A'

中mも
効

工

①25V3′ 1 黒褐色砂質ンルト(SD09埋 ■)

②25V4/1 責灰色シルト(酸化鉄・砂少量混・SD02埋■)

ャ

上
A A'

A'

490m望 上

490m=生

笏 8餌翼琴す墨輻宮り万言(黒色ブロック・醐し鉄脚研勿励
③25Yyl 黒掲色シルト(酸化物・炭イし物混)

④夕5Y31 黒掲色粘土

黒掲色ンルト(黒色ブロック・酸化鉄混)

黒掲色猫質ンルト(酸化鉄・砂少量混)

黒渇色粘土
オリーブ黒0砂

①25Y3/2
②25Y3′ 1

③25Y3′ 1

①5Y3′2

第3図 遺構平面図及び遺構断面図 (sDllは 1/40、 SE25、 SE27は 1/20、 その他は1/80)
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第 1章 経過

第 1節 調査の経過

宮町遺跡は昭和 63年度～平成 3年度の分布調査で確認され、富山市の遺跡地図に遺跡陥201210と

して登載された。埋蔵文化財包蔵地の面積は 126,700だ である。

平成 18年 4月 3日 、富山市宮町地内において、個人住宅建設について埋蔵文化財所在の照会がなさ

れた。建設予定地全域 700♂が埋蔵文化財包蔵地に含まれていたため、同年 4月 18日 に試掘確認調査

を実施し、工事区域のうち 460だにおいて、埋蔵文化財の所在が確認された。調査では古代の上坑、

溝が検出され、須恵器、土師器が出土した。試掘確認調査の結果に基づき、工事主体者と建設にかか

る埋蔵文化財の取扱いについて協議を行い、掘削工事が遺構面に達することから、住宅建築部分と擁

壁工事の一部 103.5だについて発掘調査を行 うこととなった。

第 2節 発掘作業及び整理等作業の経過

発掘作業は平成 18年 10月 30日 から11月 30日 まで行なった。表土掘削は平成 18年 10月 30日 か

らバックホウを用いて行つた。表土除去完了後の 11月 1日 から人力による包含層掘削・遺構検出作業

を行ない、その後遺構掘削作業を開始した。遺構掘削作業と並行して沢J量 。図面作成作業を行い、21

日には遺構掘削を終え、全景写真撮影とラジヨンヘリにより空中写真を撮影した。27日 からバックホ

ウを用いて埋め戻し作業を行い、30日 調査を完了した。

遺物整理作業・報告書作成作業は現地調査終了後から平成 19年 3月 30日 まで行つた。

第 2章 遺跡の位置と環境 (第 5図、図版 7、 遺跡名後の数字は第 5図の遺跡番号と対応する)

宮町遺跡 (1)は富山市北部富山市官町地内に所在する、縄文時代から近世にわたる集落 。城館遺跡

である。宮町地区は常願寺川左岸の微高地上に位置する。調査区付近の標高は 8m前後を測る。

本遺跡では、平成 6年度から9年度にかけて今回調査対象地の南東 12,860♂で住宅団地造成に先

立つ発掘調査が行なわれている。この調査では、弥生後期から古墳前期の井戸跡・墓坑、奈良 。平安

の掘立柱建物 。道路状遺構、戦国時代の城館跡、道路状遺構が検出され、管玉・玉類未製品 。砥石・

鉄鏃、墨書土器「東口」「南J「大」など弥生時代から中世に至る遺物が数多く出土している。〔富山市

教育委員会 1995、 富山県教育委員会 1995・ 1996。 1997・ 1998、 古川 1995、 〕

本遺跡周辺の遺跡≧しては、北東 1.2 kmに針原中町 I遺跡がある。平成 9年度に低コス ト化水田農

業大区画ほ場整備事業に先立って 1,800ポ で発掘調査が行われ、竪穴状遺構 。土坑・掘立柱建物・溝

が検出されている。竪穴状遺構から弥生時代中期の土器が出土した。〔富山市教育委員会 2001〕

西方 450mには飯野新屋遺跡がある。昭和 58年度に主要地方道富山環状線敷設に先立ち 770ポで発

掘調査が行われ、精円形の井戸から古墳時代前期の遺物が多く出上した。これは井戸を廃棄する際に

破砕した赤彩の土器を投げ入れて祭祀を行ったと考えられている。〔富山市教育委員会 1984〕

南方 600mに は小西北遺跡がある。平成 6年度には特別養護老人ホーム建設に先立ち 2,890だ、平

成 10年度には老人福祉施設建設に先立って 1,411だ が発掘調査され、室町～安土桃山時代の堀跡 。掘

立柱建物・井戸などの遺構が顕著に検出されている。各遺構からは中国製輸入陶磁器・珠洲、漆塗椀・

皿・このわた桶などの曲物・多量の箸・漆塗櫛など多量の木製品。小柄が出土し、中でも漆塗皿に「三

つ盛 り丸に三頭右巴J紋が描かれたものがあり、「三頭右巴」を家紋とする神保氏に関係が深い館跡で

あると考えられている。〔富山市教育委員会 2001、 古サl12000〕
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1,宮町遺跡 2.飯野新屋遺跡 3小西北遺跡 4.針原中町Ⅱ遺跡 5.針原中町I遺跡 6高島遺跡 7高島島浦遺跡
8野中七百苅遺跡 9宮成遺跡 10三上遺跡 11三上Ⅱ遺跡 12.金泉寺遺跡 13 HS-06遺跡 14.新屋殿町遺跡
15飯野小百苅遺跡 16米国大覚遺跡 17水落遺跡 18水落南遺跡 19水落西遺跡 20.豊田中吉原Ⅱ遺跡

, |  ‖

___ユ ___

第 5図 周辺の遺跡位置図 (1/20000)及 び調査対象地位置図 (1/5000)上 が北
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第 3章 調査の方法と成果

現地工事は母屋部分・納屋部分・擁壁部分の 3ヵ 所に分かれるため、母屋部分をA区、納屋部分を

B区、擁壁部分をC区 として、発掘調査を実施した。

第 1節 基本層序 (第 6図 )

調査区の基本層序は、調査区壁面を用いて観察を行つた。調査区の上層は、部分的に見られる堆積

や撹乱、小規模な遺構埋土を除き、大まかに以下のように3層に分けることができる。今回の調査で

は、Ⅳ層の上面で遺構の検出を行つた。

I層 :黄灰色土 (耕作土)層厚 20～ 30 cm

Ⅱ層 :黄灰色粘質土 (耕盤土)層厚 5～ 15 cm

Ⅲ層 :褐灰色シル ト (遺物包含層 。中近世遺構埋土)層厚 0～ 20 cIIl

Ⅳ層 :浅黄色砂質シル ト (地山)

第2節 遺構 (第 6E7図、図版 8“ 9日 10)

調査区全体で、弥生時代中期後半の井戸 1基、弥生時代後期初頭の溝 1本、近世の構 2本、時期不

明の溝・土坑・ピットを 25基検出した。遺構の概要は次のとおりである。

遠 構

悉 昇
辛面形禽

長翻
rm)

短軸
(m)

深 さ
rrn Ⅲ 断面形建 出上遺物 備 考

SE19 円 形 合 形

SD17 弧線
33

(検出長 )

025 台形 弥生土器 (天工山系)

SP20 円 形 035 U字形 歌 年 十 黒

SD15 直線
31

r給 出 尋 Ⅲ 「
1 台形 須恵器・珠洲・近世陶器・木製品

SD10 直線
76

r輸 出 尋
台形 須恵器・中世土師器・近世陶磁器

SK08 方形
54

r給 出 三

12
r給 出 尾 ヽ 不整形 須恵器・珠洲・中世土師器

SK09 楕円?
02

′
給 出 阜 ヽ

舟底形

SD司 6 直 03 UI

SD18 曲 055

SP01 半 円
02

(検出長 )

U字形

P02 円 形 025 025 形

〔J軍形

SP06 U: !形

SP07 U: :〕れ多

SP司 1 半円
02

r給 ‖ 尋 ヽ
U字形

SP刊 8 不 率 形

SP21 円 形 035 U

Sp22 円 形

SP23 円 形 U

SP24 福 円 形

SP26 楕 円 形 035
SP28 円 形 0

SP29 円 形 0 U

形

SP31 035 形

SP32 U 形

SP33 不 ] 形

表3遺構一覧表

第3節 遺物 (第 8図、図版 11・ 12)

弥生土器、須恵器、珠洲、中世土師器、近世陶磁器、木製品などがコンテナに換算し8箱出土した。

SE19 1～ 3は弥生土器である。1は遺構の底部からまとまって出土した。復元すると底部のみ欠損

している。頚部がやや締まり、倒卵形の器形を呈し、口唇部にはキザミを施す。胴部 8割ほどの高さ

まで煤が付着する。2はくの字甕の口縁部である。口縁端部にキザミを施す。外面全体に煤が付着。3

は壺の底部である。外面はハケ後ミガキ、内面はケズリとハケを施す。以上の特徴から、時期は弥生

時代中期後半と判断した。4・ 5は礫である。4は安山岩である。5は蛇紋岩で、側面に使用痕がある。
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図示した以外のものも合わせると5点あるが、全て滑らかでつるつるしている。

SD17 14・ 15は弥生土器である。14は大きさ、器種、調整とも不明。15は弥生土器甕である。小

さな破片であるが、縄文地に 2条の沈線を施し、交互に刺突文を施す。後期初頭の天王山系である。

SP20 13は弥生土器壷の頚部である。内外面にハケを施す。

SK08 6は須恵器の杯である。7は中世土師器の皿である。どちらも摩滅が激しい。

SD10 8は須恵器の不である。9は中世土師器の皿である。

SD15 10。 ■ は須恵器の杯蓋である。12は珠洲の甕である。

包含層 包含層からは珠洲・瀬戸美濃・伊万里・不明土製品などが出土した。

土

占
小

出

地
備 考

器 種
径

耐
器高 底 径

質 砂 粒 内 面 外 面 内 面 外面

弥生土器 甕 密 に示 い首 搭 a にぶい黄燈色
ハケ+ナデ

ハケ
ロ唇部キザミ

タト面爆

弥生土器 蓑 密 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色
ナ デ

ハケ
ロ属部キザミ

外面爆

弥生土器 重 密 Imm少量 iOYR8/2灰 自色 呻紳
ケズリ+ハケ ハケ■ミガキ

須恵器 杯 密 25Y7/3浅 黄色
にぶい黄橙色

ロクロナデ ロクロナデ

弥生土器 密 艮 ハ ケ ハ ケ

弥生上器 密
多量

良
にぶい黄橙色

10YR8/2灰 白色 ナ デ 不 明

弥生土器 密 良 IOYR5/,褐 灰色 10YR3/2灰 白色 ナデ
縄文 沈線

天工山系

土
点

出
地

色 調 成形 調整 備考
器 種 鮮

師
幅

ｃｍ

厚さ
(cm)

輩
０

包含層 土製品 25Y3/8淡 黄色 型押し?

石製品 tOY8/1灰自色 石材 :安 山岩

石製品 10Y3/2オリーブ黒色 日材 :蛇紋岩

表 4遺物観察表

第 4章 総括

今回の調査では、調査区の北西寄りでは弥生時代中期後半の井戸、後期初頭の溝、調査区の南東寄

りでは中世から近代に至る溝を確認した。

S E19は、断面観察では、埋土は単層で、一度に埋まつたようである。井戸枠の痕跡は見られず素

掘りと考えられる。出土遺物は遺構底部に集中し、礫も土器に伴う。炭化物は埋土上部から出土した。

井戸廃棄時に祭祀を行つたと考えられる。ただし赤彩のものはない。土器は 3点 しかないが、その特

徴から弥生中期後半であると判断した。炭化物は放射J陛炭素測定 (�S法)と樹種同定を行い、年代

イまlσ 雁蚕4卜十ヽ奪色屋ヨ¬0 40 c alBC-10 c alBC(20.4%)、 5 c alBC-30 c alAD(38.8%)、 40 c alAD-50 c alAD(9.0%)、

2σ 暦年代範囲で 45 c alBC 60 c alAD(95.4%)、 樹種はケヤキという結果が出ている。

S D17は調査区の南西から北東に向かつて流れる。遺物は埋土上部から出土している。小破片 1点

しかないが、天王山系の特徴をもち、弥生時代後期初頭であると判断した。

針原中町 I遺跡の遺物は、実測図を見ると当遺跡よりやや古い様相である。また、飯野新屋遺跡で

は古墳時代前期の井戸祭祀遺構が見つかつている。一帯で場所を変えながら、弥生中期から連綿と集

落を営んでいたと考えられる。

S D10と S D15は、狭小な面積での検出だつたため詳細の判断は難しいが、どちらも断面は舟底

状を呈し、南西から北東に向かつて流れる。断面を観察すると、S D10が S D15を切 り込んでいる。

このため、S D15の傍にS D10を新たに掘り直したと思われる。
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Ⅲ 鍛治町遺跡
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第 1章 経過

第 1節 調査の経過

鍛冶町遺跡は平成 11年度の分布調査で確認され、合併前の旧婦中町遺跡地図に遺跡NO.362150と し

て登載された。埋蔵文化財包蔵地の面積は 70,300どである。

平成 18年 3月 31日 、富山市婦中町長沢地内において、個人住宅建設について埋蔵文化財所在の照

会がなされた。建設予定地全域 999だが埋蔵文化財包蔵地に含まれていたため、同年 9月 5日 に試掘

確認調査を実施し、工事区域のうち 360だにおいて、埋蔵文化財の所在が確認された。調査では古代

の上坑、溝が検出され、弥生土器、須恵器、土師器が出土した。試掘確認調査の結果に基づき、工事

主体者と建設にかかる埋蔵文化財の取扱いについて協議を行い、地盤改良工事が遺構面に達すること

から、住宅建築部分の一部 23.7ピ について発掘調査を行 うこととなった。

第 2節 発掘作業及び整理等作業の経過

発掘作業は平成 18年 12月 11日 から同月 15日 まで行なった。表土掘削は平成 18年 12月 11日 から

バックホタを用いて行つた。表土除去完了後の 12日 から人力による包含層掘削。遺構検出作業を行い、

その後遺構掘削作業を開始した。遺構掘削作業と並行して測量 。図面作成作業を行い、同月 14日 には

遺構掘削を終え、全景写真を撮影した。同月 15日 にバックホウを用いて埋め戻し作業を行い、調査を

完了した。遺物整理作業・報告書作成作業は現地調査終了後から平成 19年 3月 30日 まで行つた。

第 2章 遺跡の位置と環境 (第 9図、図版 13、 遺跡名後の数字は第 9図の追跡番号と対応する)

鍛治町遺跡 (1)は富山市南西部、富山市婦中町長沢地内に所在する弥生時代から近世にわたる集落

遺跡である。婦中町長沢地区は山田川左岸の河岸段丘上に立地し、集落北西側には呉羽丘陵から続く

丘陵が迫 り、南には西から東へ山田川が流れる。調査区付近の標高は 30m前後を沢Jる 。

今回の調査対象地東TRlでは、平成 12～ 13年度にかけて、当遺跡をほぼ南北方向に貫く形で敷設され

る一般国道 472号道路建設に先立ち発掘調査を行った。その結果、弥生時代後期後半から古墳時代前

期の竪穴住居跡 3棟 。溝 。土坑・土器廃棄遺構、奈良 。平安時代の竪穴住居跡・溝 。土坑、中世の溝・

土坑などが検出され、弥生土器、古墳土師器、須恵器、土師器、中世土師器、近世陶器、砥石、鉄滓

など様々な時期の遺物が大量に出上した。小字名に「鍛治町 (かんじゃまち)」 があり、発掘調査で奈

良・平安時代の遺構から、土師器、須恵器に伴つて、鉄滓、砥石、焼土など、鍛冶関連の遺物が出土

していることから、小字と調査結果との関連性がうかがえる。〔婦中町教育委員会 2003〕

本遺跡を含め、山田川を挟んだ丘陵上下には旧石器から中世に至るまで、数多くの遺跡が分布する。

縄文時代の遺跡では、当遺跡の西方 700mの丘陵上に鏡坂 I遺跡 (31)が ある。平成 9年度から 10

年度にかけて、一般国道 359号道路改築改良工事に先立ち6,928だで発掘調査が行なわれ、住居跡や

土器廃棄遺構が確認され、新保。新崎期の土器や切目石錘が大量に出土した。〔婦中町教育委員会 2000〕

弥生時代後期後半に入ると一帯では急激に遺跡が増加する。

北方 300mの独立丘陵上には千坊山遺跡 (2)がある。平成 6年度から平成 9年度にかけて試掘調査

を実施し、竪穴住居跡 24棟が検出され、弥生時代後期後半から終末期にかけての遺物が出土した。こ

のことから、当該期における県内最大級の集落遺跡であるとされた。〔婦中町教育委員会 2002〕

北方 500mに ある六冶古塚墳墓 (4)は、平成 11年度に行つた試掘結果から、一辺 24.5m、 高さ 5。 1

mの四隅突出型墳丘墓であることが確認された。北方 600mにある向野塚墳墓 (3)は全長 25,2mで周

溝を持つ前方後方型墳丘墓である。〔婦中町教育委員会 2002〕

山田川を挟んで南西 1.2 kmに は富崎赤坂遺跡 (8)や離山砦遺跡 (7)が ある。標高 120mの富崎丘

陵頂部に位置し、平成 10年度と12年度に調査を実施した。その結果、弥生時代後期後半の土器廃棄
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1鍛冶町遺跡 2千坊山遺跡 3向野塚墳墓 4六治古塚墳墓 5勅使塚古墳 6富崎墳墓群 7離山砦遺跡 8宮崎赤坂遺跡 9宮崎千里古墳群
10富崎遺跡 11宮崎城跡 12宮崎城西遺跡 13富崎南野遺跡 14下邑東遺跡 15下 邑遺跡 16添ノ山古墳群 17新町Ⅲ遺跡 18新町大塚古墳
19新町I遺跡 20新町横穴墓 21各願寺前遺跡 22古里保養園前遺跡 23雅楽介首塚 24鏡坂Ⅲ遺跡 25銭坂墳墓群 26五ッ塚古墳群
27菅谷城跡 28家老屋致城跡 29長沢城跡 30長沢鐘突堂遺跡 31鏡坂I遺跡 32蓮花寺遺跡 33外輪野I遺跡 34外北A遺跡 35鏡坂Ⅲ遺跡

イ,,Ⅲ Й

及び調査対象地位置図 (1/5000)上 が北第9図 周辺の遺跡位置図 (1/20000)
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遺構や竪穴住居跡等が確認された。立地からみて高地Jlte落と考えられる。南方 700mに ある宮崎墳

墓群 (6)は、平成 12年度に試掘確認を行い、1号墓は一辺 21.7m、 高さ 3m、 2号墓は一辺 17m以

上、高さ 2.8m、 3号墓は東西 21m、 南北 22m、 高さ3.9mを測り、四隅突出型墳丘墓 3基で構成さ

れることがわかつている。遺物は 3号墓から弥生時代後期後半の土器が大量に出土した。〔婦中町教育

委員会 2002〕

丘陵下の山田川右岸扇状地上には富崎遺跡 (10)が あり、平成 16年度に一般国道 472号道路改築

改良工事に先立つ試掘確認調査を実施した。その結果、竪穴住居跡や土坑などを確認し、弥生時代後

期後半～終末期の上器が出上している。

古墳時代の遺跡としては、北西 900mに勅使塚古墳 (5)が ある。平成 10年度に、財団法人富山県

文化振興財団 埋蔵文化財調査事務所によつて試掘調査が行われた。その結果から、全長 66m、 高さ

8.8mを狽1り 、出上した土器から県内最古級の大型前方後方墳であることが確認されている。〔富山県

文化振興財団 2003〕

北西 1.3 kmには全長 58m、 高さ7.6mの王塚古墳がある。発掘調査は実施されていないが、墳丘の

形態、立地などから判断して、勅使塚古墳に後続する時期であると考えられている。

南方 1.5 kmの 富崎丘陵上には富崎千里古墳群 (9)カミある。平成 12年度に試掘確認調査を実施し、

前方後方墳 と、円墳 1、 方墳 15基からなる古墳群であることが確認されている。〔婦中町教育委員会

2002〕

これらの遺跡群のうち、王塚古墳・勅使塚古墳・千坊山遺跡・六治古塚墳墓・向野塚墳墓・宮崎墳

墓群・富崎千里古墳群の 7遺跡は、地域の弥生時代から古墳時代への移 り変わりを示す遺跡が良好に

保存されている県内でも代表的な例であると評価され、平成 17年 3月 「王塚・千坊山遺跡群」として

国史跡に追加指定された。

本遺跡の西方 300mの丘陵斜面にある鏡坂墳墓群 (25)は、平成 12年度に試掘確認調査を実施し、

1号墓は一辺 24.lm、 高さ4.8m、 2号墓は一辺 13.7m、 高さ3mを沢1る 、大小 2基からなる弥生時代

終末期の四隅突出型墳丘墓であることが確認された。立地や出土遺物の時期から、弥生時代における

当遺跡の墓域ではないかと推測されている。〔婦中町教育委員会 2002〕

第 3章 調査の概要

第1節 基本層序 (第 10図 )

調査区の基本層序は、調査区壁面を用いて観察を行つた。調査区の土層は、部分的に見られる堆疲

や撹乱、小規模な遺構埋土を除き、大まかに以下のように 5層に分けることができる。今回の調査で

は、V層上面で遺構の検出を行なつた。

I層 :黄灰色粘質土 (表土、耕作土)層厚 20～ 30 cm

Ⅱ層

Ⅲ層

Ⅳ層

褐灰色十褐色土、鉄分多く含む (耕盤土)層厚 0～ 10cm

黒褐色粘質土 (遺物包含層)層厚 0～ 20 cm

褐灰色シル ト (遺物包含層)層厚 0～30 cm

V層 :黄灰褐色シル ト (地山)

第2節 遺構及び遺物

(1)遺構 (第 10図、図版 14・ 15)

調査区全体で古代の上坑 1基、近世～近代の溝 1本、時期不明のピット2基を検出した。

SK05 調査区北壁で切られており全容は不明であるが、長軸 0.9m、 短車由0.28m、 深さ0.3mを 測る。

西に向かつて深くなっている。遺構埋土は、こぶし大の礫数個と炭化物が混じり、黒褐色を呈する。



出土遺物には、須恵器、土師器がある。9世紀後半から10世紀代と考えられる。

SD03 調査区を南北に貫いている。検出長 2.24m、 幅 0.5～ 0。 9m、 深さ0.15mを 測る。断面は台形

を呈する。出土遺物はないが、近世の遺物包含層を掘りこんでおり、近世 。近代に属すると判断した。

SP01 直径 0。25mのほぼ円形を呈し、深さ 0.2mを 測る。断面はU宇形を呈する。遺構埋土は地山

と区別がつきにくい。出土遺物はないが、S D03と 類似する遺構埋上であることから、近世 。近代に

属すると判断した。

SP02 直径 0。 3mのほぼ円形を呈し、深さ0.2mを測る。断面は台形を呈する。遺構埋土は地山と区

別がつきにくい。出土遺物はないが、S D03・ S P01と 類似する遺構埋土であることから、近世・近

代に属すると判断した。                             (細 辻)

遺構番号 平面形態
長軸
(m)

匁己軍出

(m)

休 ё

(m) 断面形態 出土遺物 備 考

SP01 υ.Zう υ Zb UZ U: 膨

SP02 形 U も 03 UZ

SD03 直線
∠ ∠4

`給
出 尋 Ⅲ

05～ 09 0 15 台 形
調査 区北堅・雨壁 に
朗 スカ,ス

SK05 不 明
∪ υ

`絵
出 尋 Ⅲ

U Zも

r給 出 尋 Ⅲ
03 不整形

狽 忠 希 ・

十 自雨哭
調査 区北堅 に切 ら
れる

5

(2)遺物 (第 11図、図版 16)

須恵器、土師器、中世土師器、近世陶磁器がコン冴ナに換算し2箱出上した。

SK05 1は須恵器である。小型壷の底部と考えられる。内面は強いロクロナデ、外底面はヘラ切り

後ナデ調整される。2は土師器の碗と考えられる。日径 12.6cmで、内外面ロクロナデが施されてい

る。3は土師器碗の底部で、外底面には回転糸切り痕がみられる。内外面とも調整は不明である。9

世紀後半～10世紀代に位置付けられると考えられる。

包含層 4は須恵器で、養の口縁部である。口径は 36.8cmである。6'7は中世土師器皿で、非ロク

ロ製品である。5は越中瀬戸の皿である。削出高台で、体部上半に灰釉が施されている。 (久保)

番
=

」土地指 焼 成 備 考
器種

口径
(cm)

器高

(cm)
酪
師

質 砂粒 内 面 外 面 内 面 外 面

SK05 須恵器・杯 絡 Imm′歩逗 や や N7/ 灰 自色 ロクロナデ ロクロナデ
密 悪 7 5YR8/6濃責橙色 7 5YR8/6注 奮緒停 ナ ギ

3 SK05 上師器・続 51 第 10YR3/2灰 白色 ロクロナデ ロクロナデ
388 密 Immり 良 N3/灰白色 N8/反 白働

5 包含層 誠 中瀬戸・皿 やや知 5YR6/4に ぶい橙・E ロクロナデ ケズリ十ナラ
包含層 中世土師器・』 密 良 IOYR3/3浅 資糟色 10YR8/3注昔緒色 十 ギ

7 包含層 中世土師器・』 108 第 25Y3/3淡 黄色 ナ デ ナデ

表 6遺物観察表

第4章  総括

今回の調査では、面積が 23.7ポ と狭小であつたこともあり、確認した遺構も遺物もごくわずかであ

った。時期がわかる遺物を包含した遺構はS K05のみであり、詳細を考察するのは難 しい。

S K05に似た性格の遺構調査例として、平成 13年度に調査を実施したS K432を提示する。SK
432は、S K05の 50m南東に位置する。長軸 2.2m、 短軸 1.8mの精円形を呈し、深さ0.3mを測る。

埋土はこぶし大の礫と炭化物を含んで黒褐色を呈する。出土遺物は須恵器、土師器、鉄滓、砥石、焼

土がある。須恵器につまみの無い蓋があり、時期は 10世紀代である。遺物出土状況は、ほぼ埋土上部

に集中する。遺物等を廃棄し、一気に埋めたと考えられる。 S K05も 9世紀後半から 10世紀代の遺

物が遺構埋土上部に集中しており、こぶし大の操が数個混入している。このことからS K432と 同じ

時期に同じ用途、つまり製鉄関連の目的で作られたのではないかと考える。

他の遺構は、断面観察では近世陶器等を含む層を掘り込み、近世 。近代に属すると考える。餅田辻)
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斡
②75Y4/1

③10YR5/1

④10YR4/3

⑤10YR4/1

⑥10YR3/1

②10YR4/1

①10YR4/2

1騨
O

5Y4/1 黄灰色土

灰色粘質土

褐灰色土 (掲色土混入 )

にがい黄褐色土

褐灰色土 (円礫 (1～ 5cm)

黒掲色粘質土

褐灰色シル ト

灰黄帽色シル ト (地山)

混 )

①10YR4/2 灰黄褐色シルト(酸化鉄・砂含む)

②10YR4/2 灰黄褐色シルト(地山)

第 10図 調査区全体図及び北壁土層図 (1/100)・遺構平面図及び遺構断面図 (1/20)
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第11図 出土遺物実測図 (4は 1/4、 その他は1/2)
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SE19出 土遺物 ( )内 は実測図番号
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調査区付近の航空写真 (上=2000年国土地理院撮影 下=1946年米軍撮影)
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1,遺構検出状況 (東から)

4.SD03完掘 (南から)

2.SK05遺物出土状況 (南から) 3.SK05完掘 (南から)

5.SD03断面 (北から)
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出土遺物  (上主表面 下=裏面)
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ふりがな

所収遺跡名

治

地

勘

朧

コー ド 】ヒ漁尋 東経

調査期間 調査面積

m

調査原因
市町村 遺跡番号

ガ
寺

一的勘
富山市水橋

上 条新町地内
16201 201230

36】霊

43分
44秒

137度

19分

3秒

平成 18年 6月 14日

～7月 5日

個人住宅

建築
宮町遺跡 富山市宮町地内 16201 201210

36】垂

43歩)

44ん少

137度

15分

31秒

平成 18年 10月 30日

～11月 30日
103.5

かんじゃまち

鍛冶町遺跡
富山市婦中町

長沢地内
16201 362150

36握こ

38う)

56売少

137度

7分
20秒

平成 18年 12月

11日 へ■5日
23,7

所収遺跡名 種 月可 主な時代 主な遺構 主 な 遺 物 特記事項

水橋専光寺

遺跡
集落

奈良・平安

中世・近世

溝・井戸・土坑・ピット 縄文土器・土師器・須恵器・中世土

師器 。珠洲・越中瀬戸・近世陶磁器

木製品 。漆器・石製品

要約

古代～近世の遺構が検出された。調査区北東端の溝は、過去の調査で検出された河川跡とつながる。

縄文土器、古代土師器・須恵器、中世土師器、近世陶磁器、漆器が出土し、長期間、河川であつたと考

えられる。

中世の井戸からは、中世土師器 と被熱を受けた礫が出土した。

宮町遺跡
集落
・館

弥生中期・

奈良 。平安

中世 。近世

井戸・溝・土坑・ピット 弥生土器・土師器・須恵器・珠洲 。

中世土師器・近世陶磁器・木製品

要約

弥生時代中期後半の井戸 。後期初頭の溝、中世～近世の遺構を確認 した。

弥生時代中期後半の井戸からは底部のみ欠損した甕と、底部のみのものが出土し、井戸を廃棄する際

に、なんらかの祭祀を行つたと考えられる。

溝からは東北地方の影響がある天王山系の土器が出土した。

中世から近世の溝は、2条がほぼ平行 し、同じような規模である。土層観察から新旧時期差があり、

傍に新 しく掘 り直す必要があつたと考えられる。

鍛冶町遺跡 集落
奈良・平安

中世・近世

溝・土坑・ピット 土師器・須恵器・中世土師器・近世

陶磁器

要約

古代～近世の遺構を確認 した。調査区北西端の土坑からは、須恵器・土師器が出土した◎9世紀後半
から 10世紀代と判断される。調査区中央には、南北に走る溝を検出した。堆積状況から、近世以降に

所属する。遺物の年代は、古代から近世にわたる。

報 告 書 抄 録
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